
C3椎 弓切除による棘突起縦割式頚椎拡大術

柴山元夫● 高橋育太郎● 長足沙織',"瑞
 哲。 長谷川―行。 太田弘敏。

'1科
で ,1,,,年 より順推症性↑鐘寵にC`C,薇

突起ttl式 社弓拡大II(通 常鮮)を 行い 複ね良釘

な成績が得られてきたが 術後の類都痛や可動域が

[化 することがあつた 2002年 ■, C`ll弓 を拡大

,る | わヽりに切10し C澱 突超付着部^の 頚半疎筋

を浬存して CI C'性弓を拡大する手術 (C,切除酢)

を行うてきたので 通常簾との手術成績を1と級した

対象および方法

対象は術後1年以上経過餞擦できた両精20例 手

lIは 通常,‖ではC2嫌突起付着部 のヽ預半韓筋を一

度切雌して 0,C7推 弓をl●大 〈スペーサーとして

セラミック又は馬耐

'を

1:いた)し た 骨躁ll後に

類+檀 筋を穴を開けたC淋 突起^網 糸で絶苦 した

0,切除畔ではC諫 資起付着当ヽのf●+権 簡を完全

●温存して て,祉弓をトリルでり除 t C● C'社 弓

をは大した 1'豪は,ィ ラアルフィアカラーを2～
`

週11羹用した 評甑n■ として 手術前後●
'子
OAス

・ア 軸性痺,I 合,|■ X線 動協側而でC2C,■

度による 可動城を躙査した 複薗・のX緞 撮影が

ある●のは  構良い値を採用した
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図2 ‖前後の難 ■動域 C2の

弓拡大術の術t●●●・に粕.・I脩
が出現 し OMは

,,t%に 制陳さ: たヽと報告した これらの』題の予

防に 仲筋鮮の薇存が有効′報告さ,|てきていろ

竹内ら'iC2棟
笑起付贄部ヽい猟半報筋の は存の

ため C,社 弓切除を用いた林突晨翻 式忙弓社大術

を行い 良釘な成悩を熙告している また 細野ら
｀

iC,僚 突起をは存するCt Ctの性弓形成衛を行い

可動域の改善とll性,`術の減少を報告している

方 S市ⅢI“ら●は深部仲前1)を波存する婦しいアプ

・―チを考案 し It tな 絲や可動戦で良llな紺果を

得ている

+部 整災諄 2,07=01H`0-H40
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結 果

1,後の,い ス‐ア  ヽ 通常鮮κ=切 陰trで 0'′

114点 が 1`0′112点 に改苦し 改

"半

は
'%′ `'%

で有意差はなかった 袖性,`柿 よ25%力 0%と C'切

除 ドで少なかった また術前の数1:可動城は
'2`′

,,1と 五がなかつたが 行後の可動域R151′

22,と で,切除昨で有意にFた れていた (T検定 。

く001)(図 , 合|卜経}し て 囲tの C鰤 が各群

1例ずつあつたが 短期lIIで改苦していた

考     察

通常の頚絆拡大

"は

C`く
'こ
行われることが多

|が  術後の策部籠 (慣性疼茄)や 可動城市1限が11
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